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ポスター講演日は７月19日（土）18:00-20:00です．
提出はe-mailに添付で，reina@imr.tohoku.ac.jpにお願いします．
締め切りは2014年6月20日(金)12：00です．よろしくお願いします．

問い合わせ先：
佐々木孝彦（東北大金研）takahiko@imr.tohoku.ac.jp

